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雷霆ノ滝
タキテイライ

タキ

おしらじの滝

咆哮霹靂ノ滝
タキレキヘキコウホウ

赤滝赤滝赤滝

咆哮霹靂の滝
ほう こう へき れき
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こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
一
般
に
標
高
が
１
０
０
ｍ
上
が
る
と
、
気
温
が
０.６
度
下
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
山
の
駅
た
か
は
ら
の
標
高
が
約
１
０
０
０
ｍ
。
街
中
よ
り
、
６
〜
７
度

低
い
計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
た
水
源
の
高
原
山
に
は
、
見
た
目
も
涼
し
げ
な
滝
や
渓
谷
、

湧
水
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
に
夏
の
高
原
山
に
遊
び
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
号
で
は
、
そ
ん
な
「
水
」
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
原
山
水
巡
り

　雷霆の滝から、さらに進むこと30分。途中、つり橋
の雷霆橋を渡り、さらに進むと見えてくる。咆哮と霹
靂の２つの滝を合わせた総称である。

雷霆の滝
らい てい

　山の駅たかはらから徒歩
1時間。その名前のとおり、
雷のように大きな音を立て
て水が流れている名瀑であ
る。

赤滝

　県道56号線を県民の森方向へ進み、「湯沢橋」を越え、林道赤
滝線を進むと赤滝へ下る石段がある。地層が赤く見えるところ
があることから、この名前となった。滝の横には厳かな雰囲気
の小さな杜がある。

山の駅たかはら

　矢板市の特産品の販売やレスト
ランで食事もできる山の休憩所。
おすすめスポットの案内もしてく
れる。
営業時間 9：00～16：00
※12月～３月は10：00～15：00 の
金土日のみ営業　 （43）1515

めいばく

������������������������ ��

雷霆ノ滝雷霆ノ滝雷霆ノ滝
タキタキタキテイテイテイライライライ

タキタキタキ

おしらじの滝おしらじの滝おしらじの滝

咆哮霹靂ノ滝咆哮霹靂ノ滝咆哮霹靂ノ滝
タキタキタキレキレキレキヘキヘキヘキコウコウコウホウホウホウ

赤滝

P WC

山の駅たかはら
（交流促進センター）

県民の森
管理事務所

おしらじの滝

　山の駅たかはらから、県道56号を塩原方面に約2キロ。
車止めがしてある駐車場から下っていくこと約10分。
すり鉢状の滝で、お昼頃の時間帯には、日の光が真上
から差し込み、青く光り輝く。時期により水が無いこ
ともあるが絶景だ。

　両滝共に、県民の森管理事務所の近くの宮川渓谷に
あり、容易に訪れることができる。遊歩道の周辺には、
多くの花々が咲き目を楽しませてくれるほか、さまざ
まな野鳥が多く生息し、その声を聴くことができる。
秋には、見事な紅葉が見られるなど、年間を通じて楽
しむことができる場所である。

県民の森管理事務所・森林展示館

創造の滝 傾聴の滝

傾聴の滝

創造の滝

宮川渓谷
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